
”環境共生社会”を共創するヨコハマ未来創造会議

神奈川大大学生と株式会社ダイイチが共同開発

「アップサイクル紙糸」を活用した暑熱対策プロダクトが完成

～傘のシェアリングサービス「アイカサ」とも連携～

9月8日
ヨコハマ未来創造会議 PR事務局報道関係者各位

GREEN×EXPO 2027の開催を契機に立ち上げられたヨコハマ未来創造会議は、将来社会を担う若者

が、横浜に集う企業等と連携し、環境共生社会の実現を目指す共創プロジェクトを展開しています。

その第一弾として、神奈川大学道用ゼミ（所在地：神奈川県横浜市）と株式会社ダイイチ（本社：

神奈川県横浜市／代表取締役社長：花本こず枝）がタッグを組み、優れた断熱性を有する「アップサ

イクル紙糸」の暑熱対策プロダクトを開発しました。今後、傘のシェアリングサービス「アイカサ」

との連携を含め、多くの方に手に取っていただけるようプロダクトの商品化等を進めます。

■共創概要 －地域資源アップサイクル×暑熱対策プロダクト開発 －

プロジェクトは、リサイクル率の低い紙パッケージと、横浜市水源林の未利用間伐材をアップサイ

クルした「紙糸」を活用し、その優れた断熱性などの特性を活かして「GREEN×EXPO 2027」におい

ても課題となる暑熱環境への適応を掲げスタートしました。

3Dプリンターなどのデジタル機器を駆使する道用ゼミの学生と、株式会社ダイイチが手掛ける素材

と技術を掛け合わせ、約4ヶ月間で共創によるプロダクト開発を進めてきました。

【暑熱対策プロダクトのポイント】

♢GREEN×EXPO 2027でも課題となる暑熱環境への適応に地域資源循環の観点でアプローチ

♢デジタル機器を駆使する学生と企業の技術を掛け合わせた共創によるプロダクト開発

♢プロダクトは、日本初の傘のシェアリングサービス「アイカサ」との連携や商品化を検討



■完成プロダクト

■“上瀬谷の桜”を活用した特別製作

今回製作した晴雨兼用傘は、傘のシェアリングサービ

ス「アイカサ」を運営する株式会社Nature Innovation 

Groupと連携し、今後、GREEN×EXPO 2027の会場玄関

口である相鉄本線瀬谷駅のアイカサ機器への設置を予定

しています。

その他のプロダクトは、断熱性や使いやすさをさらに

高めるための改良を施し、株式会社ダイイチによりグッ

ズやユニフォームとして商品化が検討されています。

■プロダクトの今後

学生ならではのアイデアをもとに、GREEN×EXPO 2027に向け、会場内外での使用を想定して製作

され、晴雨兼用傘や扇子のほか、会場スタッフが着用するフード付きTシャツ・ポーチといったプロダ

クトが完成しました。プロダクトは、デジタル機器を加工して作った横浜らしいモチーフや花のコサ

ージでデコレーションされています。

フード付きTシャツ・ポーチ晴雨兼用傘 扇子

“地元のものを使う・花で染める”という学生のアイデア

をもとに、上瀬谷で倒木の危険性が高く、やむを得ず撤去

されてしまう桜を活用し、傘生地を桜色に染色。

桜のモチーフのデコレーションも加え、地域に愛された

桜を新たな形で継承し、資源を地産地環した“環境”と“地

域”を繋ぐ晴雨兼用傘を特別に製作しました。

暑熱対策の機能検証として、サーモカメラを用いて晴雨

兼用傘を使用した場合（写真右）の温度の変化を可視化し、

使用していない場合（写真左）と比べ温度が下がることが

確認できています。



■参考２ 神奈川大学道用ゼミについて

「誰もが自分の創造力を発揮できる社会」の実現を目指し、サステナブルデザインの視点から活動してい

ます。商業的価値にとどまらず、人間的で持続可能な価値創造を重視し、

廃材利用や省エネ家電の開発、福祉支援デバイスの制作など幅広い

プロジェクトを展開しています。

●ホームページ：https://doyolab.net/

■参考５ Nature Innovation Groupについて

株式会社Nature Innovation Groupが展開する「アイカサ」は、日本初の傘のシェアリングサービスとし

て誕生しました。駅や商業施設を中心に専用スポットを設置し、スマートフォンから簡単に傘を借りられる

仕組みを提供しています。利便性の向上だけでなく、使い捨て傘削減による環境配慮を通じて、都市の快適

性や持続可能な社会づくりへの貢献を目指しています。

●所在地：東京都新宿区新宿１丁目２６−９ ビリーヴ新宿 ８階

●代表取締役社長：丸川照司

●ホームページ：https://www.i-kasa.com/

■参考３ 株式会社ダイイチについて

株式会社ダイイチは、1953年に白衣の製造販売会社として創業し、設立から70年を迎えました。現在で

は、ユニフォームの企画・製造・販売を通じて、企業ブランディングや求人対策、社内活性、地域貢献など

多くの企業課題の解決を目指しています。

●所在地：神奈川県横浜市中区宮川町3-89

●代表取締役社長：花本 こず枝

●ホームページ：https://www.un-daiichi.co.jp

■参考１ ヨコハマ未来創造会議について

「GREEN×EXPO 2027（2027年国際園芸博覧会）」の開催を契機に、次世代を担う若者達が環境にやさ

しい生活や社会を目指して、議論し、アクションを起こすきっかけとなるプラットフォームとして発足。

企業や地域のみなさまと創意工夫を重ねながら、環境と共に生きる未来に

向けて行動変容を生み出していきます。

●ホームページ：https://next-gen.city.yokohama.lg.jp/

■参考４ アップサイクル紙糸について

従来の麻から作る紙糸とは異なり、リサイクル率の低い紙パッケージと未利用の間伐材を再生紙化（和

紙）し、細かく裁断して撚りを加えることでできる紙糸。「TSUMUGI」と

名付けられ、軽量性、吸放湿性、紫外線・赤外線をカットする断熱性などの

特性があります。

●ホームページ：https://tsumugi-upcycle.com/
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